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２㹆㸯㸴 

⏘学ඹ同研究における大学ᩍဨの฼得構造 

 －理論に基づくࣔデルによる分析࣒ーࢤ－

 
 （ールᅜ❧大学࣏࢞ンࢩ能見฼ᙪ㸦⤒῭⏘業┬）、Ώ辺༓௫㸦ᮾிᡂ徳大学㸭ۑ

 

 

 
㸯㸬ᗎ  

⏘学連ᦠは㸪イノ࣋ーࣙࢩンの重要な手ẁであ

り㸪➨ 1ᮇの科学ᢏ⾡基本計画௨㝆㸪ᅜにおいて

もその᣺⯆にྲྀり⤌ࢇでおり㸪特に㸪➨ 2ᮇ基本

計画௨㝆の 10 年వりで⏘学のඹ同研究は大ᖜに

増ຍした。しかし㸪ここᩘ年は増ຍഴ向が㢌ᡴࡕ

になっており㸪௻業が大学にᨭ出する研究費は௻

業の研究費全యの 1㸣にも‶たないỈ‽に␃まっ

ている。このため㸪௒ᚋの⏘学連ᦠ᪋策を᳨ウす

る上で㸪現時Ⅼで㸪⏘学連ᦠが㢌ᡴࡕになってい

る要因を分析することが重要な課題になってい

る。 

ᡃがᅜの大学の⏘学連ᦠ活動は㸪大学間で大き

な᱁ᕪがあることはᗈく知られているが㸦໭

ᮧ,2011)など）㸪㸯つの大学の中でも⏘学連ᦠにྲྀ

り⤌ࢇでいるᩍဨのẚ⋡はᚲずしも高くない㸦⤒

῭⏘業┬⏘業構造ᑂ㆟会資料[2]など）。ఱᨾ㸪大

学ᩍဨによって㸪⏘学連ᦠに⇕心であったり㸪୙

⇕心であったりするᕪが生じるのだろうか㸽㸯

つの理⏤は学ၥ分㔝のᕪで㸪工学のようなᐇ学で

はᐇ用性のある課題を研究対象としているため

に⏘学連ᦠに㥆ᰁࡴが㸪文学などでは㥆ᰁまない

とのㄝ明である。しかし㸪工学にᦠࢃるᩍဨの中

にもᩍဨによるᕪはᏑᅾする。౛えࡤ㸪工業大学

の中で⏘学連ᦠを行っているᩍဨは⣙ 3๭ともゝ

 。（れている㸦⏘業構造ᑂ㆟会資料ࢃ
大学ᩍဨが⏘学連ᦠにྲྀり⤌ࡴインセンティ

としては㸪社会の役に❧つ研究をしたいとの志ࣈ

と研究のための資金が得られるとのᐇ฼的な理

⏤とが考えられるが㸪௻業とのඹ同研究は㸪こう

した࣓リットだけをもたらすࢃけではない。ඹ同

研究に㸪自らの時間などの研究資源を用いれࡤ㸪

学⾡研究などの研究時間を≛≅にし㸪研究ᡂ果の

発⾲にもไ⣙が科されるなどの費用も生じるこ

ととなる。こうした࣓リットとデ࣓リットを大学

ᩍဨの฼得構造とᤊえれࡤ㸪༢にᩍဨのዲࡳのࡳ

ではなく㸪ྛᩍဨが⨨かれた状ἣがᩍဨの⏘学連

ᦠ行動に影響を与えることがண᝿され㸪この࣓カ

㸪௒ᚋの⏘学連ᦠのಁ㐍ࡤが明らかになれ࣒ࢬࢽ

策のあり方にも♧၀が得られると考えられる。 
このため㸪本研究においては㸪⏘学のඹ同研究

を行うに㝿しての大学ᩍဨの฼得構造について㸪

理論を用いたࣔデルを構築することによ࣒ーࢤ

り㸪ᩍဨが⨨かれた状ἣで⏘学連ᦠに影響を与え

る要因についてᴫ念ᩚ理した。 

なお㸪本研究は➹者ಶேのものであり㸪ᡤ属⤌

⧊の考えを♧すものではない。 

 

２㸬ࣔࡢࣝࢹᵓ⠏ 

 ⏘学のඹ同研究は㸪௻業がඹ同研究を望ࡴとと

もに㸪大学ᩍဨもそれを望ࡴ場合にのࡳスタート

する。スタートしたᚋ㸪大学ᩍဨは௻業のために

なる研究に⇕心にྲྀり⤌ࡴことが原๎であるが㸪

現ᐇには㸪௻業からの研究費を用いながら自ら関

心のある研究に重Ⅼを⨨くᩍဨもᏑᅾする。すな

㸪大学のᩍဨには㸪ḟのような㸱タイプがᏑࡕࢃ

ᅾすることとなる。➨一は㸪ඹ同研究を望ࡳ、研

究費を得れࡤᡂ果が出るようにດຊするタイプ

㸦タイプ A）㸪➨二に㸪ඹ同研究を望ࡴが、研究

費を得ても自分のしたい研究をするタイプ㸦タイ

プ B）㸪➨୕に㸪ඹ同研究を望まないタイプ㸦タ

イプ C）である。さらに㸪ᩍဨが⇕心にඹ同研究

にྲྀり⤌ࢇだとしても㸪研究㛤発にはリスクがక

うために㸪௻業に役❧つᡂ果が上がらないことが

一定の確⋡で生じる。一方㸪自らの関心の㉱くま

まに研究しても㸪௻業に役❧つᡂ果が生まれる確

⋡も䬀かながらᏑᅾする。 
 こうした関ಀを㸪ࢤー࣒のᮌを用いて⾲現すれ

㸪ᅗ㸯となるࡤ 1。ᅗのȘ0 は௻業の手␒㸪Ș1 ཬ

Ș2ࡧ は大学ᩍဨの手␒である。Ș3 ཬࡧȘ4 での

ᡂຌとኻᩋはேが㑅ᢥするのではなく㸪自然

㸦nature）の手␒と考える。それぞれのᡂຌ確⋡

p1 とp2 ではp2 㸺 p1 であり㸪それぞれが 0 と 1
の間にある。ᩍဨの฼得v1㸪v2㸪v3㸪v4 ཬࡧv5
は㸪ඹ同研究を行うことによる฼得㸦a）㸪ඹ同研

究を行うことの費用(－b)㸪௻業に役❧つ研究ᡂ果

による฼得㸦c）㸪௻業のための研究にດຊする機

会費用㸦－d）の㸲つの要⣲の᭷↓によってㄝ明

できる。㸦a㸪b, c㸪dはいずれもプラス。） 

                                                   
理論を用いてࣔデルをసᡂする㝿㸪Ώ辺࣒ーࢤ 1

(2008)㸪ᒸ田(2011)を参考にした。 
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すなࡕࢃ㸪 
v1㸻a－b㸩c－d  
v2㸻a－b－d  
v3㸻a－b㸩c  
v4㸻a－b 
v5㸻0  

である 2。௻業の฼得は㸪ඹ同研究がスタートし

ない時の฼得u3 は 0 であり㸪ᡂຌ時の฼得u1 は

プラスで㸪ኻᩋ時の฼得u2 は࣐イࢼスである。 
u2 㸺 u3=0 㸺u1 

                                                   
2 ฼得はຠ用や‶足ᗘのようなもので㸪ཝᐦにゝ

えࡤ㸪ຍ⟬や確⋡との஌法が可能かとのၥ題はあ

るが㸪ここではその内容をᴫ念的に᳨ウするため

にຍ⟬㸪஌⟬を用いた。 

また㸪௻業がඹ同研究を望ࢇでいる時だけを考

えるとともに㸪ᩍဨがȘ2 で༠ຊを㑅ᢥした時と

㠀༠ຊを㑅ᢥした時の฼得をᮇᚅ್を用いて⾲

現することでᅗ㸯をᅗ㸰のように⡆⣲化できる。

Ș2 で༠ຊを㑅ࢇだ時のᩍဨの฼得のᮇᚅ್は

v5=p1v1㸩(1－p1)v2 で㸪㠀༠ຊを㑅ࢇだ時のᩍ

ဨの฼得のᮇᚅ್ v6=p2v3㸩(1－p2)v4 である。 
なお㸪௻業の฼得のᮇᚅ್は 

u4=p1u1+(1－p1)u2 
u5=p2u1+(1－P2)u2 

であり㸪p1 と u1 が十分に大きく㸪p2 がᑠさい場

合に u4 㸼 u3=0 㸼 u5 となり㸪タイプ A のᩍဨ

とのඹ同研究には࣓リットは大きいが㸪タイプ B
の場合にはデ࣓リットが大きい。 
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３㸬኱Ꮫᩍဨࡢ฼ᚓᵓ㐀 

 大学ᩍဨの฼得を考える㝿には㸪ඹ同研究༢⊂

の฼得ではなく㸪他のண⟬による研究もྵめた全

యの中で考えるᚲ要がある。๓⠇では㸪ඹ同研究

による฼得や費用などを⡆༢に a㸪b㸪c㸪d の㸲

つの要⣲で⾲現したが㸪ᩍဨによる研究室࣐ネジ

࣓ントのコンテキストにおいて㸪そのලయ的内容

を᳨ウする。 
一⯡に㸪研究室の࣐ネジ࣓ントにおいては㸪研

究のインプットとして㸪研究資金㸪研究課題㸪研

究能ຊ㸦࣐ンパワー㸪ᩍဨをྵࡴ研究室࣓ンバー

の研究時間）の㸱要⣲がᚲ要で㸪相対的に୙足す

る要⣲が研究つᶍᣑ大のไ⣙となるため㸪バラン

スをྲྀりながらᣑ充するᚲ要がある。アウトプッ

トとしては㸪研究業⦼㸦アカデ࣑ックな論文）㸪

学生のᩍ⫱㸦研究の⤒験と༞業論文・ಟኈ論文な

ど）㸪その他ྡኌ㸪知的㈈⏘㸪研究タഛの充ᐇな

どがあるが㸪これらは㸪主に研究のつᶍに౫Ꮡす

る。こうした中で㸪௻業とのඹ同研究はḟのよう

な฼得と費用を生ࡴと考えられる。 
 
(1)ඹ同研究を行うことによる฼得㸦a） 
  ඹ同研究費によって研究資金の୙足をゎ消

できることが඾ᆺ的な฼得である。研究課題の

㠃では㸪⏘業⏺のࢽーࢬに༶した研究課題が大

学ᩍဨにఏえられるとの࣓リットがある。研究

能ຊの㠃では㸪௻業が研究者をὴ㐵する場合や

スドク費用を負担する場合に㸪研究室の研究࣏

能ຊの増ຍがもたらされるが㸪それがない場合

も多い。なお㸪௻業の中の⤒験や知見が得られ

ることによって研究の㉁の向上や学生のᩍ⫱ຠ

果がもたらされることがある。  
 
(2)ඹ同研究を行うことの費用(－b) 

௻業とのඹ同研究では㸪その㛤始にඛ❧って

ዎ⣙手続きなどで௻業や学内の関ಀ部⨫との調

ᩚに労ຊを要することがᩍဨにとっての費用と

なる。また㸪研究ᡂ果の発⾲や特チのᡤ᭷ᶒに

ไ㝈が生じることも費用となる。 
なお㸪研究室⊂自の研究課題にᑓ念できない

との機会費用は(－d)にカウントした。 
 

(3)௻業に役❧つ研究ᡂ果による฼得㸦c） 
௻業や社会に㈉献したことによる精⚄的‶

足やྡኌ㸦⾲ᙲなど）が得られるだけでなく㸪

ඹ同研究のᡂຌが㸪研究課題が発展し㸪ḟのඹ

同研究費の⋓得に役❧つことも多い。研究課題

がそれは㸪௻業から෌ᗘのඹ同研究費が得られ

ることや㸪௻業とඹ同で公的な研究プロジ࢙ク

トをᥦ᱌することもある。 
 

(4)௻業のための研究にດຊする機会費用㸦－d） 
௻業とのඹ同研究௨外に研究室⊂自の研究課

題を持っている場合㸪研究室の研究能ຊがඹ同

研究に๭かれて㸪その他の研究が㐍まないとの

機会費用が生じる。౛えࡤ㸪アカデ࣑ックな研

究分㔝で⇚Ⅿなᅜ㝿➇தを㜚っている研究室で

は機会費用は大きい。 
 
 ḟに㸪๓⠇のᅗ㸰のࣔデルを๓ᥦとして㸪ᩍဨ

のタイプ㸿㸪B㸪C が分かれる原因を㸪これら a㸪
b㸪c㸪d の㸲つの要因とᡂຌ確⋡ p1㸪p2 との関

ಀで᳨ウする。ᅗ㸰におけるᩍဨの฼得のᮇᚅ್

v6 と v7 は㸪ḟのように⾲現できる。 
v6㸻a－b㸩p1c－d  ・・・(1) 
v7㸻a－b㸩p2c    ・・・(2) 

タイプ A のᩍဨの場合㸪その特ᚩは v6 㸼 
v5=0 かつ v6 㸼 v7 であるため㸪(1)(2)からḟが

ᑟかれる。 
a㸩p1c 㸼 b㸩d  ・・・(3)  
(p1－p2)c 㸼 d  ・・・(4) 

同様に㸪タイプ㹀のᩍဨの場合は㸪v7 㸼 v5=0 㸪
v7 㸼 v6 と (1)(2)からḟがᑟかれる。 

a㸩p2c 㸼 b    ・・・(5)  
(p1－p2)c 㸺 d   ・・・(4’)  

タイプ㹁の場合は㸪v5=0 㸼 v6㸪v5=0 㸼 v7
と(1)(2)からḟがᑟかれる。 

a㸩p1c 㸺 b㸩d    ・・・(3’) 
a㸩p2c 㸺 b      ・・・(5’) 

 
ᩍဨのタイプ㸿と㹁を分ける᮲件ᘧ(3)は㸪௻業

とのඹ同研究によって㸪研究室の研究費ཬࡧ研究

課題が増ຍすることཬࡧᑗ来の研究の発展の可

能性の࣓リットが㸪研究室⊂自の研究課題にᑓ念

できないとの機会費用と事務手続きなどのデ࣓

リットを上ᅇる場合に大学ᩍဨはඹ同研究に⇕

心になることを意࿡している。౛えࡤ㸪研究資金

や研究課題が୙足している研究室では㸪学生に研

究課題を与えるために௻業とのඹ同研究は重要

になる。また㸪(－d)のデ࣓リットを考えれࡤ㸪ඹ

同研究が研究者の手ᙜをకࢃない場合には㸪ඹ同

研究௨外に重要な研究課題とその研究資金を᭷

している研究室ではඹ同研究の㨩ຊが減る㸦研究

資金と研究課題が୙足か十分かで㸪ᩍဨがタイプ

A となるかタイプ C となるかに影響する）ことを

意࿡するが㸪௻業がඹ同研究のために研究者のὴ

㐵や࣏スドクのே件費の負担によって研究室の

研究能ຊのᣑ充にもᐤ与する場合には㸪他のไ⣙

㸦研究室ス࣌ースやᩍဨの研究時間）がチすまで

研究室のつᶍはᣑ大する。一方㸪(－b)のデ࣓リッ

トは㸪ඹ同研究にకう事務的な負担が大きい場合

には大学ᩍဨがඹ同研究を᳨ウする意ḧさえも
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 大学ᩍဨの฼得を考える㝿には㸪ඹ同研究༢⊂

の฼得ではなく㸪他のண⟬による研究もྵめた全

యの中で考えるᚲ要がある。๓⠇では㸪ඹ同研究

による฼得や費用などを⡆༢に a㸪b㸪c㸪d の㸲

つの要⣲で⾲現したが㸪ᩍဨによる研究室࣐ネジ

࣓ントのコンテキストにおいて㸪そのලయ的内容

を᳨ウする。 
一⯡に㸪研究室の࣐ネジ࣓ントにおいては㸪研

究のインプットとして㸪研究資金㸪研究課題㸪研

究能ຊ㸦࣐ンパワー㸪ᩍဨをྵࡴ研究室࣓ンバー

の研究時間）の㸱要⣲がᚲ要で㸪相対的に୙足す

る要⣲が研究つᶍᣑ大のไ⣙となるため㸪バラン

スをྲྀりながらᣑ充するᚲ要がある。アウトプッ

トとしては㸪研究業⦼㸦アカデ࣑ックな論文）㸪

学生のᩍ⫱㸦研究の⤒験と༞業論文・ಟኈ論文な

ど）㸪その他ྡኌ㸪知的㈈⏘㸪研究タഛの充ᐇな

どがあるが㸪これらは㸪主に研究のつᶍに౫Ꮡす

る。こうした中で㸪௻業とのඹ同研究はḟのよう

な฼得と費用を生ࡴと考えられる。 
 
(1)ඹ同研究を行うことによる฼得㸦a） 
  ඹ同研究費によって研究資金の୙足をゎ消

できることが඾ᆺ的な฼得である。研究課題の

㠃では㸪⏘業⏺のࢽーࢬに༶した研究課題が大

学ᩍဨにఏえられるとの࣓リットがある。研究

能ຊの㠃では㸪௻業が研究者をὴ㐵する場合や

スドク費用を負担する場合に㸪研究室の研究࣏

能ຊの増ຍがもたらされるが㸪それがない場合

も多い。なお㸪௻業の中の⤒験や知見が得られ

ることによって研究の㉁の向上や学生のᩍ⫱ຠ

果がもたらされることがある。  
 
(2)ඹ同研究を行うことの費用(－b) 

௻業とのඹ同研究では㸪その㛤始にඛ❧って

ዎ⣙手続きなどで௻業や学内の関ಀ部⨫との調

ᩚに労ຊを要することがᩍဨにとっての費用と

なる。また㸪研究ᡂ果の発⾲や特チのᡤ᭷ᶒに

ไ㝈が生じることも費用となる。 
なお㸪研究室⊂自の研究課題にᑓ念できない

との機会費用は(－d)にカウントした。 
 

(3)௻業に役❧つ研究ᡂ果による฼得㸦c） 
௻業や社会に㈉献したことによる精⚄的‶

足やྡኌ㸦⾲ᙲなど）が得られるだけでなく㸪

ඹ同研究のᡂຌが㸪研究課題が発展し㸪ḟのඹ

同研究費の⋓得に役❧つことも多い。研究課題

がそれは㸪௻業から෌ᗘのඹ同研究費が得られ

ることや㸪௻業とඹ同で公的な研究プロジ࢙ク

トをᥦ᱌することもある。 
 

(4)௻業のための研究にດຊする機会費用㸦－d） 
௻業とのඹ同研究௨外に研究室⊂自の研究課

題を持っている場合㸪研究室の研究能ຊがඹ同

研究に๭かれて㸪その他の研究が㐍まないとの

機会費用が生じる。౛えࡤ㸪アカデ࣑ックな研

究分㔝で⇚Ⅿなᅜ㝿➇தを㜚っている研究室で

は機会費用は大きい。 
 
 ḟに㸪๓⠇のᅗ㸰のࣔデルを๓ᥦとして㸪ᩍဨ

のタイプ㸿㸪B㸪C が分かれる原因を㸪これら a㸪
b㸪c㸪d の㸲つの要因とᡂຌ確⋡ p1㸪p2 との関

ಀで᳨ウする。ᅗ㸰におけるᩍဨの฼得のᮇᚅ್

v6 と v7 は㸪ḟのように⾲現できる。 
v6㸻a－b㸩p1c－d  ・・・(1) 
v7㸻a－b㸩p2c    ・・・(2) 

タイプ A のᩍဨの場合㸪その特ᚩは v6 㸼 
v5=0 かつ v6 㸼 v7 であるため㸪(1)(2)からḟが

ᑟかれる。 
a㸩p1c 㸼 b㸩d  ・・・(3)  
(p1－p2)c 㸼 d  ・・・(4) 

同様に㸪タイプ㹀のᩍဨの場合は㸪v7 㸼 v5=0 㸪
v7 㸼 v6 と (1)(2)からḟがᑟかれる。 

a㸩p2c 㸼 b    ・・・(5)  
(p1－p2)c 㸺 d   ・・・(4’)  

タイプ㹁の場合は㸪v5=0 㸼 v6㸪v5=0 㸼 v7
と(1)(2)からḟがᑟかれる。 

a㸩p1c 㸺 b㸩d    ・・・(3’) 
a㸩p2c 㸺 b      ・・・(5’) 

 
ᩍဨのタイプ㸿と㹁を分ける᮲件ᘧ(3)は㸪௻業

とのඹ同研究によって㸪研究室の研究費ཬࡧ研究

課題が増ຍすることཬࡧᑗ来の研究の発展の可

能性の࣓リットが㸪研究室⊂自の研究課題にᑓ念

できないとの機会費用と事務手続きなどのデ࣓

リットを上ᅇる場合に大学ᩍဨはඹ同研究に⇕

心になることを意࿡している。౛えࡤ㸪研究資金

や研究課題が୙足している研究室では㸪学生に研

究課題を与えるために௻業とのඹ同研究は重要

になる。また㸪(－d)のデ࣓リットを考えれࡤ㸪ඹ

同研究が研究者の手ᙜをకࢃない場合には㸪ඹ同

研究௨外に重要な研究課題とその研究資金を᭷

している研究室ではඹ同研究の㨩ຊが減る㸦研究

資金と研究課題が୙足か十分かで㸪ᩍဨがタイプ

A となるかタイプ C となるかに影響する）ことを

意࿡するが㸪௻業がඹ同研究のために研究者のὴ

㐵や࣏スドクのே件費の負担によって研究室の

研究能ຊのᣑ充にもᐤ与する場合には㸪他のไ⣙

㸦研究室ス࣌ースやᩍဨの研究時間）がチすまで

研究室のつᶍはᣑ大する。一方㸪(－b)のデ࣓リッ

トは㸪ඹ同研究にకう事務的な負担が大きい場合

には大学ᩍဨがඹ同研究を᳨ウする意ḧさえも

減じることを意࿡しており㸪⏘学連ᦠ本部㸪TLO
などのᨭ᥼によってこの負担を軽減できれࡤඹ

同研究のಁ㐍に役❧つこととなる。 
ᩍဨのタイプ㸿と㹀を分ける᮲件ᘧ(4)は㸪ඹ同

研究が㛤始されたᚋで௻業の役に❧つᡂ果を上

♧るようにᩍဨがດຊするかどうかの᮲件をࡆ

している。㸯つには㸪(a)よりも(c)がຠくため㸪ዎ

⣙で♧された௒ᮇのඹ同研究費よりもᡂ果にᛂ

じてḟᮇに行ࢃれるඹ同研究費がຠくなど㸪ゝࢃ

研究の発展性がຠ果的である。また㸪(p1－p2)ࡤ
がຠくことから㸪ດຊがᡂຌに┤結すると見㎸ま

れる࡯どᩍဨのດຊがᮇᚅでき㸪研究課題はලయ

的な࡯どⰋく㸪基♏研究のように p1 と p2 のᕪが

ᑠさい場合には㸪ᩍဨ自㌟が関心のある研究課題

にඹ同研究費が౑用される可能性が増す。 
ᩍဨのタイプ㹀と㹁とを分ける᮲件ᘧ(5)は㸪

(3)ᘧにẚ࡭て(c)に᥃かるಀᩘが p1 から p2 と࡬

減少していて㸪研究のᑗ来性があまりຠかないこ

とが特ᚩ的である。このため㸪目ඛの研究費のࡳ

がインセンティࣈとなる時にタイプ B となり᫆

い。౛えࡤ㸪研究室として研究したい課題はある

が研究費のࡳが୙足している場合に㸪タイプ B と

なり᫆い。 
 ௨上から㸪ඹ同研究に対する大学ᩍဨのዲࡳや

考え௨外に㸪研究室の研究資源の過୙足の状ἣが

ᩍဨのタイプに大きな影響をཬࡰすことが明ら

かである。౛えࡤ㸪ୗ⾲のケース㸯のような研究

室では㸪௻業からの研究費と研究課題によって研

究つᶍをᣑ大することが研究室の発展につなが

り㸪ᩍဨはඹ同研究に⇕心㸦タイプ A）になり㸪

ケース㸰のように研究費は୙足していても研究

室⊂自の研究課題がはっきりしている場合には㸪

ᩍဨはඹ同研究を㛤始することをᕼ望するが㸪そ

の㐠用において自ら関心のある研究課題に研究

費を流用する㸦タイプ B）ᛧれがある。一方㸪ケ

ース㸱のように㸪ඹ同研究をしなくても研究室が

ルに研究活動している場合には㸪ඹ同研究を㑊ࣇ

ける可能性㸦タイプ C）可能性があるが㸪ඹ同研

究の中で研究者のὴ㐵や࣏スドクの手ᙜが用意

されるならࡤඹ同研究に⇕心になる可能性㸦タイ

プ A）もある。 
 

 
 
 

㸲㸬⤖ ㄽ 

 本研究においては㸪大学ᩍဨには㸪௻業とのඹ

同研究に⇕心にྲྀり⤌ࡴタイプ㸪ඹ同研究費を得

ても自分のしたい研究をするタイプ㸪ඹ同研究を

望まないタイプの㸱つに分かれる要因について㸪

理論に基づくࣔデルをసᡂして㸪研究室の࣒ーࢤ

研究活動を発展させる上での大学ᩍဨの฼得構

造を理論分析し㸪ḟのことが明らかになった。 
 
a)大学ᩍဨが௻業とのඹ同研究に⇕心にྲྀり⤌ࡴ

かྰかに関しては㸪ᩍဨ自㌟の考え方のࡳならず㸪

研究室の研究資源の過୙足をඹ同研究が⿵᏶し

て研究活動の発展に役❧つかどうかの影響も大

きい。 
b)ඹ同研究に⇕心な大学ᩍဨには㸪研究費と研究

課題が୙足しているケースと㸪それらは十分に確

保しているが᭦に研究つᶍをᣑ大しようとして

いるケースとがある。ᚋ者の場合には㸪௻業は㸪

研究者のὴ㐵や࣏スドクのே件費の手ᙜで研究

室の研究能ຊのᣑ大にも༠ຊすることがᚲ要で

ある。 
c)大学ᩍဨの中には㸪ඹ同研究費を得ても⊂自の

研究課題に流用しようとするタイプもおり㸪これ

を㜵ࡄには㸪ඹ同研究する研究課題のᑗ来の発展

性が重要である。౛えࡤ㸪ඹ同研究によって௻業

に役❧つᡂ果が出た場合にはḟᮇにもඹ同研究

を行うことは㸪その対策となる。 
d)ඹ同研究にకう事務負担が大きい場合には㸪大

学ᩍဨがはじめからඹ同研究に⫼を向けるᛧれ

があるので㸪⏘学連ᦠ本部㸪TLO などが事務負担

を軽減するようにᨭ᥼することは᭷意⩏である。 
 
 なお㸪本研究での᳨ウにおいて㸪ඹ同研究の研

究課題と研究室⊂自の研究課題との関ಀ㸦౛えࡤ㸪

それらが相஫に⿵᏶して研究活動を発展させる

かなど）も㸪大学ᩍဨのඹ同研究࡬のྲྀり⤌ࡳጼ

ໃに大きく影響すると考えたが㸪その分析につい

ては௒ᚋの研究課題である。 
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